
「リレーノート」は 1 周で終わらない 

東京都北区⽴⾶⿃中学校 

本⽥ ⼤輔 

「リレー・ノート」とは、B5 サイズのノートを 3 分割して作ります。１冊の⾏数が 10 ⾏程度になります。それを、1 ⼈が意⾒を書

き、リレーのバトンのように班で回していく、中嶋洋⼀先⽣が最初に開発された学習⽅法です。 

本レポートは、2025 年東京都北区⽴⾶⿃中学校の３年⽣が実践した「リレー・ノート」に基づいて書かれています。取り組ん

だトピックの中で、⽩熱した議論が⾏われた回を厳選してお届けいたします。 

 まず最初のトピックは、We should make summer vacation shorter.です。その年、夏休みの短縮をめぐって各⾃治体が様々

な議論を交わしていました。「リレー・ノート」では、⽣徒たち⼀⼈⼀⼈が、⾃分の役割を下記の中から選び、その箇所を責任をもっ

て担当しました。 

 

 

 

普段から活⽤しているマ

ッピングがここでも 活き

ました。 



 ⽣徒たちは⾃分の「本⾳」とは逆の⽴場にも⽴つことになります。そうすることで、様々な観点や⽴場から理由や根拠を考えるこ

とになりました。その練習を積み重ねるうちに、⾃分の「本⾳」に対しても懐疑的な⾒⽅をする⽣徒が表れるようになります。 

 

 

 

次の「リレー・ノート」では、友達が書いた内容に反論しています。その際も「相⼿に配慮」した表現を使⽤しているのが⾒てと

れます。 She said 〜 . I understand that … , but 〜と反論を述べています。このような「型」は事前に指導しました。⽣

徒は次のように語っていました。 

「相⼿に反論するときも『配慮』の型があることで、冷静に論を組み⽴てることができました。」 

⽣徒たちは、⾃分と異なる意⾒に怒りの感情をぶつけるのではなく、冷静な論理を組み⽴てるようになりました。しかし、時に

は“わざと”相⼿を挑発するようなことを書く⽣徒もいます。それはお互いの信頼関係があってのこと、と楽しんでいたようでした。 



 

 

 次のトピックは「環境問題」です。写真にある通り、ヤドカリが「プラスチックごみ」を⾙の代わりにして⽣活しています。その写真を

基に⾃由に意⾒を交流してもらいました。１周⽬は「⾃分の意⾒」を全員が書きます。２周⽬は「みんなの意⾒を読んで、さらに
考えたこと」を書いてもらうことにしました。ある班では不思議な現象が起きたのでご紹介します。 

 

 



 

 予想通り、多くの⽣徒は「環境」の観点から論を組み⽴てていました。「プラスチックゴミを 

捨てる」ことがヤドカリに悪影響を与えている、という組み⽴てです。しかし、バトンを受け取った 

次の⽣徒が驚くべき論で勝負をしかけました。確かにごみを捨てることは悪い。しかし、この 

プラスチックゴミはヤドカリが⽣き残るのに必要なのだ、と主張したのです。他の班でも似たような論が⾒られ、 

透明であるからこそ敵から⾒えにくいなどの利点があるから選んでいるのだ、と主張したのです。 

 彼らの議論はその後⽩熱し、最後は⾃分たちで決着をつけることができました。 

 

 

プラスチックごみはヤドカリ

にとって、「良い住処」なの

だと主張し、みんなを驚か

せました。 



 

 

 ⽣徒たちの議論は⽩熱します。ヤドカリにとってはプラスチックゴミを住処にすることに利点があるのだと主張した⽣徒がいました。そ

れに対して、確かにその側⾯もあるが、海の⽣物たちはすべてがつながっている。もしもプラスチックゴミを住処にしているヤドカリを⾷

べた⽣物がいたら、それがまた悪影響を⽣むのだ、と別の⽣徒は主張します。All the sea animals are related to each 
other.と書いていましたが、それはまさに教科書で習った英⽂そのものでした。最終的に、ヤドカリにとってはプラスチックゴミは良いも

のだと主張した⽣徒が、I will change my opinion.と納得したことでこの議論は収束しました。 

最後にご紹介するのは、議論が⽌まらず、なんと「３周」回った「リレー・ノート」です。相⼿に反論することが楽しく、また反論され

ることすら楽しめる⼈間関係が可能にした実践と⾔えます。 

トピックは、「⽣徒（中学⽣）はスマホの所持を禁⽌する」でした。⽣徒にとって「⾃分ごと」になりやすいトピックだったこと、保護

者⽬線、教師⽬線など他者を意識して論を構築しやすかったことが盛り上がった要因だといえます。議論が⽩熱するかどうかは「ト

ピック」にかかっています。⾃分にとって「親しみ」のある話題かどうかが中学⽣にとってカギとなります。また、途中で教師が「テコ⼊れ

（中間指導）」を⼊れることも⽋かせません。 

 



 

 

 

 班員全員がスマホ所持禁⽌に反対しました。そこで私は次のように投げかけました。「テコ⼊れ（中間指導）」です。 

「スマホが⽣活に必要だという考えは理解できる。しかし、ほかのメンバーが⾔っているように、君たちは⼤事な⾼校⼊試を控えてい

る。多くの⽣徒がスマホを使っていて、何もしないという現状があるのを私は知っている。これは⼤きな問題である。やはり、⽣徒にス

マホを持たせるのは禁⽌させた⽅がいいと思うのだが、どう思う︖」 

 すると、次のように「リレー・ノート」が回っていきました。 



 

 

 

 

「失敗しながら⼈は成⻑

する」と主張します。 

スマホ所持で「全員」が

⾃分をコントロールでき

なくなっているわけではな

い、と主張します。 

本⽥先⽣に「反論」しま

す、という⽂が頼もしい。

仲間の意⾒を引⽤しな

がら反論です。 



 

 議論が煮詰まったところを⾒計らって、授業で扱った「電⼦機器を作る⾦属がアフリカで採掘されている」という事実に話をもって

いきます。「環境破壊」という観点から考えてみてはどうかと提案してみたわけです。今考えると「ちょっと強引だったな」「ちょっと弱い

主張だったかな」と感じています。それにしても⽣徒たちの「絶対にスマホを所持したい」という熱い願いには終始笑いをこらえることが

できませんでした。 

 

 

 



 

 

 いかがだったでしょうか。⽣徒たちの中にある「書きたい」「知りたい」「伝えたい」を随所に感じていただけたのではないでしょうか。ノ

ートいっぱいに書かれた⽂字に圧倒されてしまった読者の⽅もいらっしゃるかもしれません。⽣徒の「書きたい」を刺激することで、「た
くさん書きなさい」と⾔わなくても、ページいっぱい書くようになります。 

 以下、「リレー・ノート」に取り組んだ⽣徒の感想です。感想を読むと、「英語が苦⼿な⽣徒はどうするんだろう︖」とか「そもそも考

えが思い浮かばない⽣徒はいないのかな︖」といった教師の疑問にも答えてくれていることに気づくはずです。 

自分が思ってもいなかった反論が返ってくることに驚いた。たしかに言われてみればそうである意見

などがたくさんあった。一人のひとがその意見を言ったとき、他の人がその意見に賛成していたとい

うことは、自分の意見には説得力がなかったということがよく分かった。（Y・K） 
ある物事の良い面と悪い面を書くのは面白かった。何個も文を書くたびに同じフレーズを使うと面白

くないから、違う言い回しを考えるのはいいことだと思った。（S・K） 
めっちゃ楽しいし、これだとすごく考えられるから、成長しそうだと思いました。他の人の意見が聞

ける機会はそれほど多くないので、すごく良かった。書く力も読む力も上がると思う。（K・Y） 
３・４回目にまわってきたときに、１人目、２人目の意見を読んでそれを比較して、自分の理由も考

えて書かないといけないことが大変だった。また、自分と同じ賛成の人でも、異なる考え方をしてい

る人がいて、それを読むのが楽しかった。（T・K） 
自分の考えを他人に見せることによって、反対の意見、賛成の意見、両方かえってくるから自分の考

えが広がる。自分が英語で言い方が分からなかった時に、他人の表現方法から学べた。（H・N） 
反論するとき、その理由に説得力があるかを考えることが大切であることを学びました。そのため、

反論の反論を書くと、より客観的になるのではないかと思いました。（K・K） 
私は、この取り組みを通して、自分では思いつかなかった英語の表現が友だちとの交流を通して学べ

たのでとても嬉しいと思った。また、自分の意見を深くもてた。もっとやりたいと思った。（I・U） 
自分の考えと反対のことも以外と書けたし、友だちのフレーズを参考にして書けた。納得するような

文もあって反対するのは難しかったけど、楽しかったし、やることに私的に意味があった。 
Kさんがすごい書けていて、私もたくさん書けるようになりたいと思った。（N・N） 
共感するときには、その人の考えをくり返したり、ほんの少しだけ情報を足すことしかできないが、

反論するときには自分の考えではない、元々共感できなかったこともできるようになり、様々な視点

から考えるきっかけになって、力がついたと感じた。（H・Y） 
 


